
新
春
を
寿
ぎ
謹
ん
で

　

お
慶
び
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

大
音
寺
山
か
ら
御
殿
山
に
つ
な
が

る
東
山
一
帯
は
、
急
峻
に
し
て
宏
大

か
つ
幽ゆ

う

邃す
い

、
渓
流
と
眺
望
に
恵
ま
れ

た
里
山
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
に
人
力
が
加
わ
り
、
春
は
桜
・

ツ
ツ
ジ
、
夏
は
サ
ル
ス
ベ
リ
・
渓
流

絶
景
、
秋
は
モ
ミ
ジ
・
ド
ウ
ダ
ン
ツ

ツ
ジ
の
紅
葉
、
菊
花
の
乱
舞
、
冬
は

北
ア
ル
プ
ス
の
雪
景
色
、
四
季
を
通

し
て
楽
し
め
る
魅
力
あ
る
里
山
、
ま

さ
に
「
浅
間
温
泉
の
宝
の
山
」
へ
と

変
貌
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

平
成
14
年
の
山
林
火
災
か
ら
早
や
14

年
、
諸
先
輩
の
遊
歩
道
整
備
や
植
樹
に

感
謝
。「
人
は
ふ
る
里
を
育
て
、
ふ
る

里
は
人
を
育
む
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
平

成
24
年
か
ら
木
の
絆き

ず
な

会
・
遊
歩
道
整
備

推
進
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
引
継
ぎ
、

維
持
管
理
を
含
め
た
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。（
会
員
に
感
謝
）

　

昨
年
無
料
駐
車
場
も
整
い
、
今
年

は
関
係
者
各
位
の
ご
協
力
を
得
て
5

年
計
画
仕
上
げ
の
年
で
す
。

　

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
入
浴
・
飲
食
・

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
み
、
健
康
寿

命
延
伸
都
市
松
本
の
象
徴
と
し
て
存

在
感
を
高
め
、
人
々
を
魅
了
し
、
心

の
ふ
る
里
、
活
気
溢
れ
る
温
泉
街
の

新
名
所
と
な
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。

松 本 市 公 民 館 報③ 2016（平成 28）年1月30日（土） 第250号【本郷版】

　平成 28 年 1 月 1 日現在
 人　口  14,274 人
 男　性 　6,933 人
 女　性 　7,341 人
 世帯数 　6,437 戸

１/10  大村南 １/9  水汲 １/9  洞

遊歩道整備推進委員会
浅間温泉遊歩道木の絆会

会長 

久保村 能
よ し

久
ひ さ



　
「
人
間
到
る
所
青
山
あ
り
」

　

こ
れ
は
牛
山
さ
ん
の
若
い
頃
か

ら
の
座
右
の
銘
だ
そ
う
で
す
。
牛

山
さ
ん
は
諏
訪
の
生
ま
れ
育
ち
で
、

惣
社
は
第
2
の
故
里
、
ど
こ
に
住

ん
で
い
て
も
そ
こ
が
自
分
の
故
里

だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

現
職
中
は
仕
事
に
明
け
暮
れ
て
、

町
内
の
事
に
は
手
が
出
せ
な
い
で

過
ぎ
て
し
ま
っ
た
の
で
、「
退
職
し

て
か
ら
は
お
礼
の
気
持
ち
で
お
手

伝
い
さ
せ
て
頂
き
た
い
」
と
公
民

館
行
事
な
ど
に
参
加
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

惣
社
公
民
館
で
は
、
教
養
部
の

仕
事
に
当
た
り
、
公
民
館
報
「
け

や
き
」
の
企
画
・
編
集
・
発
行
を

中
心
に
、
文
化
祭
な
ど
文
化
的
行

事
を
担
当
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

惣
社
3
丁
目
の
民
生
児
童
委
員
を

8
年
間
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
牛
山
さ
ん
に
は
幾
つ
か

趣
味
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
の
趣

味
は
山
登
り
で
す
。
若
い
頃
か
ら

体
は
丈
夫
な
方
で
し
た
の
で
、
山

登
り
を
し
た
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、

機
会
が
無
く
退
職
し
て
か
ら
始
め

ら
れ
た
そ
う
で
す
。
国
内
三
千
ｍ

級
の
山
々
を
始
め
、
海
外
へ
も
遠

征
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
特
に
印
象

に
残
る
の
は
ネ
パ
ー
ル
で
、
エ
ベ

レ
ス
ト
が
見
え
る
ゴ
ー
キ
ョ
ピ
ー

ク
（
標
高
五
四
八
三
ｍ
）
に
15
日

ほ
ど
か
け
て
一
歩
ず
つ
這
う
よ
う

に
し
て
登
っ
た
こ
と
を
懐
か
し
そ

う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

他
に
ス
イ
ス
、
カ
ナ
ダ
、
イ
タ

リ
ア
、ド
イ
ツ
、パ
キ
ス
タ
ン
な
ど
、

当
時
の
写
真
や
ア
ル
バ
ム
を
見
て

楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

二
つ
目
の
趣
味
は
写
真
で
す
。

　

年
に
一
度
仲
間
の
皆
さ
ん
と
写

真
展
に
出
品
さ
れ
る
な
ど
楽
し
ん

で
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
以
前
、

文
化
祭
に
北
ア
ル
プ
ス
剣
岳
登
山

を
連
続
写
真
に
し
て
出
品
さ
れ
た

こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。「
写
真

は
自
分
の
力
で
作
品
を
作
り
出
す

と
い
う
と
こ
ろ
に
、
ま
た
違
っ
た

楽
し
み
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

三
つ
目
の
趣
味
は
古
文
書
の
解

読
の
勉
強
で
す
。「
今
は
取
り
付
き

易
い
近
世
文
書
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
文
字
を
読
み
取
る
と

き
、
生
き
て
き
た
人
の
声
が
聞
こ

え
て
く
る
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
趣
味
は
そ
の
中
で
遊

べ
る
豊
か
さ
が
あ
る
よ
う
で
す
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。（

取
材
O
・
Y
）

　

同
協
議
会
は
人
権
週
間
に
合
わ

せ
て
、
松
本
あ
さ
ひ
太
鼓
と
楽
団

「
ケ
・
セ
ラ
」
に
よ
る
人
権
啓
発
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
し
た
。

　

約
80
人
が
集
ま
り
、
真
摯
に
演

奏
す
る
姿
に
、
音
色
に
、
歌
に
魅

了
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
27
日
、
同
会
で
は
平
成
27

年
度
町
会
管
理
花
壇
表
彰
を
行
い

ま
し
た
。
金
賞
は
水
汲
町
会
、
銀

賞
は
原
町
会
、
銅
賞
は
三
才
山
町

会
、
プ
ラ
ン
タ
ー
賞
は
横
田
第
7

町
会
で
し
た
。
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牛う
し
　や
ま山　

萬ま

　す

　と

壽
人

惣
社
3
町
会

地域に感謝
趣味に遊ぶ

南
郷
児
童
館

40
周
年
記
念
祭
開
催
　

本
郷
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

本
郷
地
区
人
権
啓
発
推
進
協
議
会

ク
リ
ス
マ
ス
会

　
の
ば
ら
保
育
園
　
　
　

本
郷
地
区
景
観
整
備
委
員
会

花
づ
く
り
推
進
委
員
会

三
才
山
の
行
事

公
民
館
講
座
等

横田公民館で約 90 人が祝う
旭町小ブラスバンド、影絵、お話会の後、

会食会を楽しみました。

11/28

12/5

12/18

12/23 御射神社秋宮しめ縄づくり 10年目を迎えた「一の瀬そば会」

松本あさひ太鼓

楽団「ケ・セラ」

【銅賞】
三才山 (小寺尾 )

【プランター賞】
横田 7（横田神社前）

【金賞】
水汲（水汲橋付近）

【銀賞】
原（長寿橋付近）

1/5  書き初め講座
小中学生約 20 人

12/23 親子そば打ち教室
（子ども会育成会）21 人

12 月  ロビー展
（羊年から申年へ）

縫い縫いの会Ⅲ


